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西日本豪雨災害 広島県に職員を派遣

広島市安芸区は、土砂や水に押し流されて住宅は押しつぶされ跡形がないところもありました。被害が広

範囲で、広島県内だけでも当初は 40 か所以上のボランティアセンターが設置されたことや、猛暑で 1 日の活

動時間が限られていることなどから、作業はなかなか進まずボランティアは絶対数が足りませんでした。

仮設住宅は広島市で 4 団地 169 戸だけ建設され、9 月から入居が始まりました。被災された方はみなし仮

設でいろいろな地区に暮らしているため、支援物資をお届けするのが非常に難しい状況もありました。

岡山県真備町は広島市とは違い、同じ豪雨災害でも浸水による被害なので状況は異なっていました。仮

設住宅が建設される自治体もあり、恩返しも込めて息の長い支援を継続したいと思います。

ボランティア交流会を開催

～自分の住んでいるところはどんなところ～

9 月 14 日（金）盛岡市のアイーナでボランティア交流

会を開催しました。9 月で終了する「ふれあいサロ

ン」も多く、今後の活動について岩手県社協の方を

講師に話し合いの場を持ちました。

ふだんは水が少ない川ですが、住宅が押し流されていました

被災地でのボランティア活動

を自分の地域でどう具現化し

ていけるか…身近な課題とし

て考えていきたい。

とても楽しかった。

自分という人間の栄

養剤になります。

防災学習会  ～防災食～

9 月 3 日（月）釜石コープで防災学習会を開催。

大きな災害に見舞われると普段当たり前に使って

いるものが役に立たなくなります。どんな状況でも

欠かす事のできない「食」について、みんなで知

恵を出し合い「防災食」を作って食べました。

☆ポリ袋クッキング

   鍋にお湯を沸かし、ポリ袋に食材を入れて

湯煎（真空調理法の活用）

☆ローリングストック

   日常の食品の備蓄を心掛け、賞味期限を

見ながら調理し、新しい物を買い足す。

☆豆知識 ～知っていると安心～

食中毒が気に なる！
使い捨て手袋＆ポリ袋を使用する

まな板がない！
クッキングシートを使う

参加者からの感想

小学校の校庭は、まだ半分しか使えません

（安芸区矢野地区）

（安芸区瀬野地区）

肌寒くなり、秋の気配を感じる季節となりました。朝晩は特に寒くなる日が増えましたので、お
体に十分注意して支援活動を行いましょう。

ペットボトルの

キャップ

        小さじ１

計量スプーンがない！



＜生協料理サロン＞

味の素共催料理サロン
8 月 21 日 釜石市鵜住居住宅 5 人 スタッフ 5 人

単独料理サロン
8 月 29 日 宮古市八木沢公営住宅 3人 スタッフ 4 人＜ふれあいサロン昼食会＞

16 人のボランティアで、
5 回開催し、30 人の参加

～大槌町小鎚第 6仮設住宅～

岩手日報報道部の取材を受け、ふれあいサロンの経緯や今後に
ついて、「大変な自然災害だったけれど、人と人との絆を大切に
楽しく前を向いて生きているということをみんなで確認しまし
た。それは、ふれあいサロン等、人とつながる事の大切さをい
わて生協、全国生協、世界の人々がその場面を提供して下さる
からだと思います。皆さまに心から感謝を申し上げます。あり
がとうございました。」（サロンリーダーより）

～大槌町小鎚第８仮設住宅～
約７年間参加し、最後という安心感と皆さんにもう会えなくなる寂しさで涙があふれてきました。
北上からのボランティアの皆さんとサロンに参加してくれた大槌の方々に感謝の気持ちでいっぱい
です。ありがとうございました。

＜社協さんや地域の団体と復興公営住宅の交流会をお手伝いしました＞

8 月 26 日 宮古市鍬ケ崎港町公営住宅
9 月 22 日 宮古市磯鶏公営住宅 焼きそば作り＆

ゲームのお手伝い！

～大槌町大槌第８仮設住宅～
いつもは作品作りで時間も少なく、ゆっくり話がで
きませんでしたので、最後はゆったりとした時間を
過ごしました。

大槌町の食堂でお別れ会

盛り付けも和気あいあいと 食べる前にみんなでパチリ！

9 月で 3か所のサロンが終了しました

～大槌町赤浜仮設住宅～
本当に私たちのやっていることが、皆さんのため
になっているのかといつも不安でしたが、「いつ
も楽しみにしているんですよ。」という言葉をい
ただいてなんとか、７年続けてこれました。
支援してくださったたくさんの皆さんに感謝の
気持ちでいっぱいです。



お菓子・飲み物のご支援

・「コープいしかわ」さん   ・「ユーコープしずおか」さん

・「京都生協」さん      ・「コープみらい」さん

・「とくしま生協」さん

●○● キット作りありがとう ●○●
・ 巾着袋（盛岡北一里塚こ～ぷ委員会）

・ なべしき（花巻アウルこ～ぷ委員会）

・ ビーズストラップ（一関ポテトこ～ぷ委員会）

・ キーケース （大槌マストちょボラ、

大畑松倉こ～ぷ委員会、こさのこ～ぷ委員会）

・ つまみ細工のお花のかざり（宮古 DORA キット作り、

     遠野くるりんキットくらぶ、花巻ちょボラくらぶ花巻）

・ つまみ細工のお花のブローチ（大槌マストちょボラ）

大槌にバスボランティアに行ってきました

９月２日（通算１７８回目）に大槌町「菜の花プロジェクト」で菜の花畑の整地と種まきを行う活動をしました。
今回はコープデリ連合会の役職員１４名を含む３３名が参加し、来春の開花を願いながら種をまきました。

※「菜の花プロジェクト」は、多くの犠牲者が出た大槌町で、鎮魂を願い、春一番に咲く菜の花を河川敷に
咲かせようという取り組みです。

バスボランティア日程

１０月１４日（日）  行先：陸前高田  作業内容： 草取り

※陸前高田での活動は今回が最後の予定です

集合場所：旧天昌寺組合員センター（旧介護・福祉センター“あい”）  

６：３０出発、１７：００帰着予定

開門は６：００過ぎです。施錠していますので、６：００過ぎにお越しください。

キットを毎月お届けしている岩泉にある
「ＮＰＯ法人クチェカ」さんから活動写真が届
きました。

下記日程で、3 行レシピ⑯のホチキス止めボランティアを募集します。2013 年から始まった 3 行レ
シピは、この号で最終となります。最後の 3行レシピを一緒に完成させましょう。ボランティアが可
能な方は、組合員活動チームまで連絡をお願いします。

日時：2018 年 10 月 3日（水） ①9：30～12：00 ②12：30～15：00
※①と②を通して作業可能な方は、お昼をお持ちください。途中での出入りは自由です。

場所：いわて生協 東棟２F 第 3会議室
持ち物：ホチキス（針はこちらで用意します）

3行レシピ⑯ ホチキス止めボランティア募集

整地作業中 みんなで集合写真


